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令和７年度まちづくり住民懇談会における主な質疑概要 

 

 

 会場 柴田町役場保健センター

 テーマ 発言者 質問／意見 町の考え方等

 
１

町政報告 

主な事業の実績及び進捗状況
Ｂ

上半期の予算執行状況を見ると黒字と思っていたが、赤字

で何もできないという話を聞くので詳しく教えてほしい。

（１）上半期の執行状況については、令和７年４月から９月までの歳入と歳出の状況を示したもので

す。最終的に決算において歳入から歳出を差し引いて赤字になるということはありません。

 

２
「デジタル化を見据えた 

行財政適正化推進計画（案）」

Ａ

ゴミ削減について、コンポストや町内会で畑を作ったり、

区で削減量の競争したりしてはどうか。

（１）生ごみ処理容器の補助については、補助要綱をつくってから 20年が経過しており、一定程度の

町民の方のご理解を得ていることから、今回廃止する方向となりました。 
（２）今後も、町民１人１人が意識を持って、ごみを減らすご協力をいただきたい。

 
Ｃ

デジタル化について、以前、水害予測システムの導入につ

いて、資料を渡して検討をお願いしたが、検討状況は。

（１）詳細な資料をいただき拝読したが、規模が大きく多大な費用がかかるため、今回のデジタル化

を見据えた行財政適正化推進計画（案）では見送ったというところをご理解いただきたい。

 
３

新しい地方経済・生活環境創生

交付金（第２世代）交付金事業
― ― ―

 
４ 社会インフラの整備等 Ｃ

三名生堀の浚渫委託は今年度中に実施するということで

よいか。

（１）入札はすでに終わって、業者が決定しています。 

（２）令和８年３月までの工期で契約をしており、年度内完成を目標に進めていきます。

 

５ その他（地域の課題等）

Ａ

救急車の利用を削減できないか。 （１）地域のコミュニティの中で隣近所で助け合うことが理想ですが、現状ではできないところに問

題を抱えていることをご理解いただきたい。

 阿武隈急行の利用を増やす取り組みを。また、子どもたち

が利用する取り組みを。

（１）沿線の事業所等に対し意識の醸成ということで、利用促進の話をした経緯があります。 

（２）現在、駅へのアクセス改善等について阿武隈急行の沿線自治体で構成する再生支援協議会にお

いて話し合っています。 

（３）また、絵画コンクールやいろいろなイベントで子どもたちが利用するように、取り組んでいま

すので、引き続き、PR していきます。

 クマ対策として、一人暮らしの高齢者など柿の実を取りた

くても取れない方の柿の実を、地域に貢献したいと思って

いる中学生に取らせてほしい。

（１）各課に跨る課題や現状があり、今ここで回答することは難しいことをご理解いただきたい。

 子どもの学力向上対策について、相馬市の RST（リーディ

ングスキルテスト）を活用した取組を柴田町でも検討して

ほしい。

（１）現在各学校で大きく 2つ対策を行っています。１点目は授業改善です。町で任用している教育

専門員が自己採点の手伝いをしながら、課題を明確にして授業改善を行っています。 

（２）２点目は、授業での発展問題や、標準学力調査を受けて、課題があったところについては、専

門員が問題を作って丁寧に関わっていくという取り組みを行っています。

 

Ｂ

保育所に入れたいと思っても、いっぱいで入れないと聞

く。子どもたちが入れるように予算を取ってほしい。

（１）現在、町が保育施設をつくるときには、国から補助金は出なくなっています。 

（２）現在、槻木地区では、槻木体育館を壊した後に、令和 10年度を目指して民間の保育所を作る予

定となっています。定員は 90 人前後を予定しており、待機児童は解消できるものと思ってい

ます。

 新栄地区の下水（集水桝）が壊れたところが２年程そのま

まになっている。工事はどうなっているか。

（１）来週、再度現地を確認させていただき、早めに対応できるようにします。 

　　　※11 月 17 日実施しました。

 
Ｃ

近所で上水道が漏水している件について相談しているが、

対応状況は。

（１）漏水している場所が宅地内のため、町では直せないので、再三にわたり、そのお宅の方には直

すようお願いしています。 

（２）今後も、早急に直してもらうように粘り強くお願いしていきます。

 

Ｄ

地域社会を活性化していくにあたって、高齢者を含めた町

内の多様な人材を活用していくことが重要であると考え

る。高齢者の人材の確保について町の考えを伺いたい。

（１）高齢者の方に活動していただく仕組みとしては、シルバー人材センターでの活動、短時間での

軽労働や趣味等の活動があります。また、学校では協働教育に関わってもらっています。 

（２）高齢者の方々が少しでも地域社会で活躍していただけるよう、今後も力を入れていきたいと思

っています。


